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︻
訂
正
と
お
詫
び
︼

　

前
号
の
﹁
一
般
質
問
﹂
に
掲
載

し
た
民
部
議
員
の
記
事
に
つ
い
て

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
深
く
お
詫

び
を
申
し
上
げ
、
次
の
よ
う
に
訂

正
い
た
し
ま
す
。

　

十
四
ペ
ー
ジ
﹁
利
用
し
や
す
い

図
書
館
を
﹂

図
書
の
返
却
用
ポ

ス
ト
を
公
共
施
設
や
学
校
に
設
置

し
て
は
。

︵
正
︶
検
討
し
ま
す
。

一 般 質 問 一 般 質 問

総

合

政

策

エ

ネ

ル

ギ

ー

寝
た
き
り
予
防
対
策

寝
た
き
り
予
防
に
足

こ
ぎ
車
い
す
を
導
入
し
て
は
。

効
果
は
期
待
さ
れ
ま
す
の

で
、
関
係
機
関
へ
の
情
報
提
供
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

離
婚
家
庭
へ
の
面
会
交
流

支
援

離
婚
後
の
親
子
面
談

に
市
は
関
与
で
き
な
い
か
。
東
京

都
は
事
業
を
始
め
た
が
。

東
京
都
は
全
国
初
で
五
月
よ

り
実
施
、
児
童
虐
待
防
止
の
観
点

か
ら
も
研
究
し
ま
す
。

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
の
見
直
し
の
方
針
は
。

Ｄ
Ｖ
対
策
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

審
議
会
や
市
役
所
管
理
職
に

お
け
る
女
性
の
比
率
を
高
め
る
方

策
は
。所

管
部
に
働
き
か
け
る
な
ど

登
用
率
の
向
上
を
図
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
し
い
公
共
の
概
念
と
協

働
の
理
念
と
は

自
治
基
本
条
例
の
進

捗
状
況
は
。

市
民
協
議
会
に
よ
る
素
案
作

成
が
進
め
ら
れ
、
職
員
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
と
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
公
共
の
概
念
と
協
働

の
理
念
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
民
・
事
業
者
・
団
体
・
行

政
等
が
主
催
者
と
し
て
参
加
し
協

働
す
る
場
で
あ
り
、
よ
り
質
の
高

建
て
替
え
後
も
﹁
太
陽
の

家
﹂
は
高
齢
福
祉
で

廃
棄
物
処
理
法
に
基

づ
く
余
熱
利
用
施
設
は
、
法
律
上

の
高
齢
福
祉
施
設
に
該
当
し
な
い
。

余
熱
利
用
施
設
で
、
太
陽
の
家
の

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
機
能
を
確
保

す
る
手
立
て
は
。

大
広
間
や
和
室
な
ど
は
現
在

と
同
様
に
確
保
し
、
講
座
は
指
定

管
理
者
の
自
主
事
業
で
行
い
ま
す
。

文
化
芸
術
振
興
条
例
を

文
化
芸
術
は
人
の

心
を
育
み
、
人
と
人
の
融
和
を
図

る
も
の
。
市
と
し
て
振
興
条
例
を

制
定
す
る
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ

る
。
そ
の
前
提
と
し
て

の
市
民
か
ら
の
意
見
集

約
は
。文

化
芸
術
活
動
の

場
や
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

芸
術
に
触
れ
る
機
会
の

提
供
な
ど
、
総
合
的
な

推
進
を
図
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
今
後
、
文
化

団
体
の
意
見
を
聞
き
、

市
民
意
識
調
査
の
結
果

な
ど
多
く
の
意
見
を
収

集
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
じ
み
野
市
ら
し
い
文
化

芸
術
の
発
展
を

市
民
参
加
で
文
化
芸

術
懇
話
会
な
ど
設
立
し
、
文
化
予

算
の
大
幅
な
増
額
を
。

文
化
団
体
の
関
係
者
等
の
意

見
を
聞
き
、
市
民
の
文
化
芸
術
活

動
の
機
会
の
拡
大
や
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
が
図

れ
る
か
を
検
討
し
ま
す
。

﹁
ふ
じ
み
ん
﹂
商
標
登
録

﹁
ふ
じ
み
ん
﹂
の
商

標
登
録
の
現
状
に
つ
い
て
は
。

図
形
商
標
が
今
年
三
月
二
十

三
日
に
登
録
さ
れ
、
文
字
商
標
出

願
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
度

中
に
登
録
事
務
を
終
了
す
る
よ
う

手
続
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
道
採
納
後
の
舗
装
整
備

私
道
が
寄
附
採
納
さ

れ
て
も
、
長
期
間
舗
装
が
さ
れ
て

お
ら
ず
、
住
民
が
困
っ
て
い
る
。

税
金
を
公
正
に
配
分
し
整
備
を
。

私
道
寄
附
採
納
要
綱
に
基
づ

き
整
備
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
財

政
状
況
で
す
が
、
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
が
図
れ
る
よ
う
予
算
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入

太
陽
光
パ
ネ
ル
、
自

家
発
電
装
置
の
設
置
と
と
も
に
リ

ス
ク
分
散
の
側
面
か
ら
も
、
蓄
電

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
て
は
。

日
進
月
歩
で
技
術
開
発
が
進

ん
で
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
取
り

組
む
本
庁
舎
の
設
計
の
中
で
検
討

を
し
て
い
き
た
い
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
は

今
年
度
、
設
計
業
務

新
た
な
電
源
開
発

七
月
一
日
よ
り
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

市
の
将
来
的
課
題
と
し
て
、
独
自

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を
視
野
に
入

れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

都
市
部
に
お
け
る
効
率
的
な

発
電
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
電
力
供
給

が
で
き
る
よ
う
に
、
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
建
設

に
伴
う
﹁
太
陽
の
家
﹂

ど
の
よ
う
な
施
設
に

な
る
の
か
。

現
在
の
太
陽
の
家
の
機
能
、

運
営
面
を
踏
襲
し
、
焼
却
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
温
水
や
、
発
電

を
活
用
し
水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な

ど
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た
施
設

と
し
て
、
だ
れ
で
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
か

ら
、
約
六
ヵ
月
間
の
休
業
と
し
、

翌
年
五
月
に
新
し
い
施
設
が
完
成

す
る
予
定
で
す
。

ち
、
一
社
の
み
が
対
応
可
能
で
あ

り
、
三
％
の
値
引
率
が
示
さ
れ
た

た
め
、
随
意
契
約
に
よ
っ
て
供
給

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

公
募
債
の
活
用

公
募
債
の
活
用
で
太

陽
光
発
電
導
入
の
考
え
は
。

総
合
的
な
視
点
か
ら
検
討
し

ま
す
。他

の
自
治
体
と
競
え
る
よ
う

な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

立
ち
上
げ
て
は
。

市
と
し
て
も
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
電
力
供
給
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。緑

の
カ
ー
テ
ン
設
置
は

公
共
施
設
等
で
の
緑

の
カ
ー
テ
ン
設
置
は
ど
こ
ま
で
進

ん
だ
か
。

平
成
二
十
二
年
度
で
十
五
ヵ

所
の
施
設
で
取
り
組
み
、
今
年
度

は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

の
行
わ
れ
る
市
役
所
本
庁
舎
や
三

角
小
学
校
、
亀
久
保
小
学
校
に
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
し
て
は
。

本
庁
舎
へ
の
導
入
は
難
し
い

の
で
、
増
築
棟
で
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
東
台
小
学
校
に
は

太
陽
光
発
電
設
備
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
他
の
学
校
へ
の
導
入
は

費
用
の
面
か
ら
断
念
し
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
研

究
を
進
め
ま
す
。

特
定
規
模
電
気
事
業
者

︵
Ｐ
Ｐ
Ｓ
︶
に
つ
い
て

市
役
所
本
庁
舎
電
力

を
Ｐ
Ｐ
Ｓ
に
切
り
替
え
た
経
緯
は
。

電
力
供
給
区
域
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
事

業
者
十
三
社
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
急
激
な
需
要
増
大
に
よ
り
、

ほ
と
ん
ど
の
事
業
者
が
対
応
で
き

な
い
と
の
回
答
で
し
た
。
そ
の
う

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

す
も
の
で
す
。

地
域
情
報
化
へ
の
考
え
は

地
域
情
報
化
に
お
い

て
双
方
向
性
が
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
、
市
と
し
て
の
考
え

は
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

双
方
向
の
情
報
交
換
シ
ス
テ
ム
が

あ
り
ま
す
。
今
後
、
市
民
と
の
協

働
の
中
で
必
要
な
シ
ス
テ
ム
だ
と

思
う
の
で
、
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

集
団
資
源
回
収
に
つ
い
て

集
団
資
源
回
収
事
業

の
継
続
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
と
、
高
齢
者
か
ら
要
望
の

あ
る
戸
別
回
収
方
式
の
検
討
は
。

県
内
リ
サ
イ
ク
ル
率
三
位
と

い
う
結
果
や
、
資
源
物
の
定
期
収

集
の
一
助
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
継
続
事
業
と
し
ま
し
た
。
要
望

に
つ
い
て
は
、
事
業
全
体
の
見
直

し
の
中
で
答
え
を
出
し
て
い
き
ま

す
。本

庁
舎
前
の
池
を
今
の
ま

ま
に
放
置
し
て
お
く
の
か

こ
こ
数
年
、
水
が
濁

り
、
見
る
に
耐
え
な
い
。
き
れ
い

な
池
に
な
る
よ
う
整
備
を
お
願
い

し
た
い
。
維
持
費
が
大
変
で
あ
れ

ば
、
花
壇
と
し
て
整
備
す
る
の
も

よ
い
と
思
う
が
、
改
善
計
画
は
。

以
前
の
よ
う
に
き
れ
い
な
水

を
は
り
、
魚
を
鑑
賞
で
き
る
池
に

戻
す
か
、
花
壇
に
す
る
こ
と
も
視

野
に
入
れ
、
本
庁
舎
整
備
の
中
で

検
討
し
ま
す
。

砂
入
り
人
工
芝
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
へ
の
整
備
計
画
を

ク
レ
イ
コ
ー
ト
か
ら

全
天
候
型
コ
ー
ト
へ
の
再
整
備
を
。

老人福祉センター「太陽の家」

競
技
者
の
意
向
を
把
握
し
、

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
策
定
準
備

を
進
め
る
﹁
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
﹂

の
中
で
検
討
し
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
加
入
促
進

の
支
援
策
を

町
会
・
自
治
会
の
加

入
促
進
の
た
め
、
啓
発
の
徹
底
と
、

役
員
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、
行
事

や
運
営
の
支
援
な
ど
の
施
策
は
。

カ
ラ
ー
刷
り
チ
ラ
シ
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
呼
び
か
け
、

加
入
促
進
実
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
を
し
ま
す
。
人
材
育
成
の
運
営

面
で
の
相
談
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の

支
援
充
実
を
検
討
し
ま
す
。

東台小学校の太陽光発電パネル




